








































































億円、うち農業総生産額は 8 億円（構成比 1.6%）である。
　町内の総面積 1,665ha のうち 813ha（2017 年）、48.8%
が耕地であり、水田が 718ha（水田率 88.3%）を占め、平
坦で豊富な水を利用する水田地帯が広がっている。
　2015 年センサスでは、町内の総農家数は 454 戸、販売
農家数 364 戸、農業経営体数は 378、うち家族経営体数は
365、組織経営体のうちの法人は 3 経営体である。（表 2）
　販売農家 364 戸のうち、主業農家数は 74 戸、準主業農
家 78 戸、副業農家 212 戸と兼業農家と高齢農家が多くを
占める平地農業地帯である。
　農業経営体 378 のうち、稲を作付するのが 353 経営体、




　2000 年から 2015 年までの間に販売農家数は 4 割近く減少している（表 3）。主副業別にみる
と、副業的農家は約 4 割減少で最も大きく、主業農家数は約 3 割減と相対的には少ないが、減
少幅は大きく、楽観できる状態にはない。








産は 517 億円，うち農業総生産額は 8 億円（構
成比 1.6％）である。 
嘉島町の 2015 年の総生産は 517 億円，うち農
業の総生産額は 8 億円（構成比 1.6％）である。 





戸，販売農家数 364 戸，農業経営体数は 378 経
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トマトが 8 経営体となっている（表 3）。 
（２）農業の担い手と土地利用 
 2000 年から 2015 年までの間に販売農家数は 4 割近く減少している。 と，
副業的農家は約 4 割減少で最も大きく，主業農家数は約 3 割減と相対的には少ないが，減
少幅が大きく，楽観できる状態にはない。 
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2000 570 104 77 120 34 346 
2005 504 95 75 136 24 273 
2010 432 74 55 111 22 247 




2000 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
2005 88.4 91.3 97.4 113.3 70.6 78.9 
2010 75.8 71.2 71.4 92.5 64.7 71.4 
2015 63.9 71.2 68.8 65.0 47.1 61.3 
表 1 嘉島町の人口・世帯数の推移 
 
資料：「住民基本台帳」各年 3 月 31 日 
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齢構成を 2005 年と 2015 年で比較し
たものである。特徴的な点は、10 年
間で 50 歳代が 127 人から 80 人へと
37.0% 減少し、40 歳代が 84 人から
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2005 年と 2015 年を比
較したものである。特徴
的な点は，10 年間で 50
歳代が 127 人から 80 人
へと 37.0％減少し，40









同図で 60 歳未満の農家は 10 年後
も農業を継続し，60 歳以上は 2005 年
から 2015 年と同様の割合で減少する
と仮定し，販売農家数を推計すると，


































































2000 303 180 781 23.0
2005 285 230 758 30.3
2010 248 284 756 37.6
2015 214 279 730 38.2
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営面積 463ha である 5）。法人は組合長と事務職員















6） 　ただし図 4，5 では，農地中間管理機構については省略している。








































態について、アンケートを実施した。アンケートは 2017 年 8 月に





　次の表 6 は、構成員の年齢構成を示している。全体では、60 歳代が 36% と最も多く、70 歳
代が 25% と続き、次が 50 歳代の 20% となっている。回答者のうち、認定農業者は 36 名おり、
























年 8 月に法人を通じて 390 人の構成員に配布し，279 人分
を回収した（回収率 72％）。 
 まず回答者の属性と農業の概要についてである。構成員の
主な家計収入源を示した表 5 では，279 人のうち農業 が
92 人（33％），農外収入主が 176 人（63％）である。 
 次の表 6 は，構成員の年齢構成を示している。全体では，年齢階層では 60 歳代が 36％と
最も多く，70 歳代が 25％と続き，次が 50 歳代の 20％となっている。回答者のうち，認定
農業者は 36 名おり，認定農業者は 60 歳未満の割合が半分を占め，逆に一般の農業者の方
は 60 歳以上の割合が 77％と高い。 









表 6 構成員の年齢構成 
 
資料：表 5 に同じ。 
-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳- 不明等 計
認定農業者 6 12 10 7 1 0 36
一般農業者 12 43 90 64 32 2 243
計 18 55 100 71 33 2 279
認定農業者 16.7 33.3 27.8 19.4 2.8 0.0 100.0
一般農業者 4.9 17.7 37.0 26.3 13.2 0.8 100.0




























実数（人） 19 7 10 36
(％) (52.8) (19.4) (27.8) (100.0)
実数（人） 82 61 88 12 243
（％) (33.7) (25.1) (36.2) (4.9) (100.0)
実数（人） 101 68 98 12 279


















40-49 1 1 2
50-59 1 4 2 2 4 1 14
60-69 1 5 3 2 2 5 18
70-79 2 1 1 1 3 8
80- 2 1 3
計 6 10 5 3 7 15 1 47
表6
-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳- 不明等 計
認定農業者 6 12 10 7 1 0 36
一般構成員 12 43 90 64 32 2 243
計 18 55 100 71 33 2 279
認定農業者 16.7 33.3 27.8 19.4 2.8 0.0 100.0
一般構成員 4.9 17.7 37.0 26.3 13.2 0.8 100.0
計 6.5 19.7 35.8 25.4 11.8 0.7 100.0
耕作　　　年齢
規模
20-29歳 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-不明等 総計
0-100a 2 5 21 25 25 16 1 95

























































多い 60 歳代では 1
～4ha の中規模層
が厚いという特徴
表 8 認定農業者と農業後継者 
 









実数（人） 19 7 10 36
(割合％) (52.8) (19.4) (27.8) (100.0)
実数（人） 82 61 88 12 243
(割合％) (33.7) (25.1) (36.2) (4.9) (100.0)
実数（人） 101 68 98 12 279




表 9 年齢と耕作規模の関係 
 
資料：表 5 に同じ 
注：「耕作規模」は「管理委託面積＋経営耕地面積」 
49歳以下 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 不明等 計
0-1ha 7 21 25 25 16 1 95
1-2ha 2 18 34 18 7 79
2-4ha 1 4 22 18 2 47
4-6ha 2 3 8 1 1 15
6-8ha 1 2 3
8-10ha 2 1 2 5
10ha- 3 2 3 1 9
計 15 51 95 65 26 1 253
0-1ha 46.7 41.2 26.3 38.5 61.5 100.0 37.5
1-2ha 13.3 35.3 35.8 27.7 26.9 31.2
2-4ha 6.7 7.8 23.2 27.7 7.7 18.6
4-6ha 13.3 5.9 8.4 1.5 3.8 5.9
6-8ha 2.0 2.1 1.2
8-10ha 3.9 1.1 3.1 2.0
10ha- 20.0 3.9 3.2 1.5 3.6













表 7 家の跡継ぎおよび農業後継者 
 









あり（同居） 65 19 42 4 130
あり（非同居・町内） 2 13 7 10 32
あり（他市町村） 1 17 8 20 4 50
跡継ぎなし 2 31 15 2 50
無回答・その他 1 3 11 2 17

































　次に 5 年後の耕作規模の意向を年齢別に示したのが表 10 である。279 人のうち、5 年後に規
模拡大意向を持つのは、47 人で全体の 17%、現状維持は 175 人（63%）、縮小と離農は合わせ
て 38 人（14%）である。そこで表 11 では、5 年後の規模拡大の意向を持つ 47 人の年齢と現在
の耕作規模との関係を示した。規模拡大の意向をもつ 47 人は、50 歳代、60 歳代が多くを占め
る。この表から、規模拡大意向をもつ構成員は太字で示した 2 つのグループにわけられる。1
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 次に 5 年後の耕作規模の意向を年齢別に示したのが表 10 である。279 人のうち，5 年後
に規模拡大意向を持つのは，47 人で全体の 17％，現状維持は 175 人（63％），縮小と離農
は合わせて 38 人（14％）である。そこで表 11 では，5 年後の規模拡大の意向を持つ 47 人
の年齢と現在の耕作規模との関係を示した。規模拡大の意向をもつ 47 人は，50 歳代，60
歳代が多くを占める。この表から，規模拡大意向をもつ構成員は太字で示した 2 つのグル
ープにわけられる。1 つは，現在の耕作規模は 1～3ha と必ずしも大きくない 50 歳代，60
歳代の層である。このグループは，現在は農外収入が主であるが，数年後に定年を迎え，専






















表 10 年齢と 5年後の耕作規模の意向 
 





0-1ha 1-2ha 2-3ha 3-4ha 4-5ha 5ha- 不明 計 割合
（％）
拡大 6 10 5 3 7 15 1 47 16.8
現状維持 59 61 28 3 3 6 15 175 62.7
縮小 4 2 1 4 1 12 4.3
離農 15 5 2 4 26 9.3
無回答・その他 11 1 1 6 19 6.8
計 95 79 37 10 10 22 26 279 100.0
表 11 規模拡大意向構成員の年齢と現在の耕作規模 
 

















40-49 1 1 2
50-59 1 4 2 2 4 1 14
60-69 1 5 3 2 2 5 18
70-80 2 1 1 1 3 8
80- 2 1 3
拡大意向　計 6 10 5 3 7 15 1 47
― 257 ―
坂　井　教　郎
持っていると考えられる。もう 1 つは現在も 4 ～ 5ha 以上の専業的な規模であり、今後さらに
積極的に規模拡大の意向を持つグループである。
　この 2 つのグループに、数では大多数を占める現状維持を志向する兼業・高齢層を加えた 3
グループが、嘉島町の農業の担い













管理の安心感」についての肯定的な評価（そう思う + 多少思う）は 6 割を超えている。他方
で所得増加や作業軽減についての肯定的な評価は 3 割未満にとどまっており、構成員は現在の
ところそれらを実感できていないことになる。ただし、このアンケートの実施は法人設立か
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織の実態を把握するために，2017 年 9 月に町内 92 人の法人の構成員に対し，対面で聞き
取り調査を実施した。調査対象者は，11 の各集落より偏りの無いよう抽出した。 
（１）作業の実施・委託状況 





図 6 広域農場設立の影響と評価 
































　そこで、生産組合のオペレータである 24 人の状況についてみていこう。表 13 のように、オ
ペレータは全体の半数である 12 人が 60 歳代で、50 歳代と 70 歳がそれぞれ 5 人ずつとなって
いる。農外に常勤の職がある 1 人を除けば基本的に農業が主業であり、生産組合とは別に個人
や組織で作業を受託するオペレータも 3 人いる。
　24 人中 7 人が認定農業者、6 人は定年帰農者であり、両者で過半を占める。認定農業者と定
年帰農者以外のオペレータ 11 人も基本的には農業が主業であり、年齢は 50 歳代から 80 歳代
と幅広い。
　認定農業者の 7 人のうち、6 人は 10 年以上オペレー








齢」や「作業のきつさ」を挙げたのが 7 人で、全員 60 歳代以上である。「自分の作業に集中し













そこで，生産組合のオペレータである 24 人の状況についてみていこう。表 13 のように，
オペレータは全体の半数である 12 人が 60 歳代で，次が 50 歳代と 70 歳がそれぞれ 5 人ず
つとなっている。農外に常勤の職がある 1 人を除けば基本的に農業が主業であり，生産組
合とは別に個人や組織で作業を受託するオペレータも 3 人いる。 
24 人中 7 人が認定農業者，6 人は定年帰農者であり，両者で過半を占める。認定農業者
と定年帰農者以外のオペレータ 11 人も基本的には農業が主業であり，年齢は 50 歳代から
80 歳代と幅広い。 
認定農業者の 7 人のうち，6 人は 10 年以上オペレータに従事しており，定年帰農者は 6






 オペレータ 24 人中 14 人は今後
のオペレータの従事の意向につい
て，「現状程度」と考えており，残り
表 12 水稲，大豆，麦の各作業の実施・委託状況 
 
：構成員聞き取り調査よ 。 
耕起 代掻 田植 防除 収穫 耕起 播種 防除 収穫 耕起 播種 防除 収穫
88 88 88 73 58 85 84 49 25 81 81 56 53
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そこで，生産組合のオペレータである 24 人の状況についてみていこう。表 13 のように，
オペ は全体の半数である 12 人が 60 歳代で，次が 50 歳代と 70 歳がそれぞれ 5 人ず
つとなっている。農外に常勤の職がある 1 人を除けば基本的に 業が主業であり，生産組
合とは別に個人や組織で作業を受託するオペレータも 3 人いる。 
24 中 7 人が認定農業者，6 人は定年帰農者であり，両者で過半を占める。認定農業者
と定年帰農者以外のオペレータ 11 人も基本的には農業が主業であり，年齢は 50 歳代から
80 歳代と幅広い。 
認定農業者の 7 人のうち，6 人は 10 年以上オペレータに従事しており，定年帰農者は 6
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表 1  生産組合オペレータの年齢構成と従事年数 
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　認定農業者 40 人のうち 8）、約半数の 21 人についての農業経営の概要を述べる。
　認定農業者 21 人の平均年齢は 56.0 歳で、
50 歳代が 8 人、60 歳代が 6 人であり、49
歳以下は 4 人である（表 14）。21 人の全員
に水田の耕作があり、7 人は畑地の耕作も
ある。水田の平均耕作面積（管理委託面積
+ 経営面積）は最少 1.2ha、最大 18.8ha、平
均で 8.7ha である。水田では全員が表作に
水稲か大豆、裏作に小麦を栽培する二毛作である。21 人のうち 7 人は水田以外の作目があり、
牛（肉用牛・乳用牛）の飼養が 3 人、いちご・トマト・花卉等の園芸作物を栽培するのが 4 人
となっている。
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人（うち 2 名は園芸経営）が委託するが，残りは自らが実施する。 
 7 人は生産組合のオペレータでもあり，全員が水田経営専業である。また生産組合とは別
に 6 人が個人あるいは組織で水田の作業を請け負っている。両者に重複があるので，21 人
中 11人（52％）はオペレータか作業受託の形で他の構成員の水田の作業を引き受けている。 
 
9）認定農業者には広域農場も含まれるため，実質的には 39 人である。 
表 14 認定農業者の年齢と水田耕作規模 
 












   -39歳 1 1 2
40-49 1 1 2
50-59 1 1 4 2 8
60-69 2 3 1 6
70-79歳 1 1 1 3
総計 1 4 10 2 4 21
表 15 認定農業者の経営上の 
問題点 
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　表 16 に示したように、定年帰農者は 25 人中 18 人が 60 歳代、平均年齢は 67.6 歳、農業の
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5 年後の耕作面積の意向は，2 人 拡大意向で
あるが，それ以外の23人は現状維持としている。 









表 17 定年帰農者の耕作上の問題点 
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60-69 1 6 7 3 1 18
70-79 1 3 1 5
80-89歳 1 1
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歳代後半以降のオペレータ 2 人は作業を減らしたいと述べているが、残り 4 人は現状程度で
やっていきたいとしている。
　定年帰農者の現在の農業における問題点としては、稲・麦・大豆の単収の低さおよび経費の
高さをともに 76% が挙げている点に特徴がある（表 17）。その中でも、資材の高さを挙げる人
が多く、逆に農地分散や農地の不足を挙げる人は少ない。
6. おわりに






























WCS 稲の展開を中心に－」日本経済評論社『変貌する水田農業の課題』、2019 年 , pp.124-
144。
［3］嘉島町農政課「熊本県嘉島町農業の特徴」2018 年。





Farmland and Farmers in Paddy Field 
Agriculture in Kumamoto Prefecture：
A Case Study of Kashima Town
  The price of rice is expected to fall due to a decrease in 
demand for rice as staple food and the abolition of rice production 
adjustment. In Kumamoto Prefecture, which has the largest paddy 
area in western Japan, how to maintain paddy field farming in the 
future is an important issue.
  In this paper, we clarify the actual situations of farmland and 
farmers in Kashima Town, where there is vast area of good 
farmland and discusses future directions. In order to do so, we 
analyzed the interview survey and questionnaires for members 
conducted in 2017.
  The following became clear: （1） Approximately one-third of the 
farmers currently have successors to agriculture, and about half 
if limited to certified farmers, and the number of farmers will 
decrease significantly in the future. （2） The certified farmers and 
post-retirement farmers account for the majority of production 
association operators responsible for paddy field control and 
harvesting, but about 40% of the operators want to reduce work 
due to reasons such as aging. （3） Although certified farmers are 
strongly motivated to expand their scale, their management issues 
are lack of farmland and dispersion. （4） The scale of post-retirement 
farmers is generally about 1 to 3 ha and their main issues are low 
yield and high costs.
  While efforts to advance the participation of farmers and operators 
are important, it is necessary to place machines and personnel, and 
to accumulate and maintain farmland on the assumption that the 
number of farmers will greatly decrease.
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